












































象に対して人が形成する所有感覚のことである（Pierce, Kostova, and Dirks
2001）。心理的所有感が形成される１つの大きな要因は、消費者が対象を手
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がある。後者である心理的所有感とは、簡潔に言えば対象に対する個人の所






















2） Pierce et al.（2001, p. 299）では、心理的所有感を a personal sense of possession an in-
dividual holds for a material or immaterial target（i.e., “This is MINE!”）と定義してい
る。また Pierce, Kostova, and Dirks（2003, p. 86）では、psychological ownership is a
state in which individuals feel as though the target of ownership or a piece of that target




した編集メンバーによって学術誌 Journal of Marketing Theory and Practice
に特集号が組まれ、2019年には、後述する触覚経験と心理的所有感の関係性
を深耕してきた Joan Peckと Suzanne B. Shuの編集による書籍 Psychological







れらを包括的に整理し、心理的所有感の概念モデルを示したのが Pierce et al.
（2001, 2003）である。また、それをマーケティング文脈において再検討した










4） 刺激（stimulation）は、Pierce and Jussila（2011）によって追加された４つ目の基本
的欲求である。人は生得的に覚醒欲求（arousal requirements）を満たすために、刺
激を求めるように動機づけられている。























Reprinted from Jussila, Tarkiainen, Sarstedt, and Hair（2015）, Figure 1.
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有感を醸成させるためには、コントロール感を与えるような経験を提供する










































きた（e.g. Asatryan and Oh 2008）。この成果変数は、もちろんデジタル環

















の心理的メカニズムと関連づけられてきた（Kahneman, Knetsch, and Thaler
1990 ; Knetsch and Sinden 1984 ; Morewedge and Giblin 2015 ; Thaler 1980）。
本研究分野においても、心理的所有感の形成が授かり効果を発生させること

























また注目すべきは、同時期に Peck and Childers（2003a ; 2003b）によって、
消費者の触覚経験に対する欲求（NFT : Need for Touch）に関する尺度が開







Peck and Childers（2003b）では、NFT 尺度の開発を焦点とし、触覚情報
に対する消費者欲求は、手段的接触欲求（INFT : instrumental need for touch）








































に Brasel and Gips（2014）がある。同研究では、オンライン購買におけるデ



























のことである。Norman（2013）では “the possible interaction with and use of an object
based on the properties of the object and capabilities of the user” と定義されている
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